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「まあちゃん」の開発目的は、話しことばを素早く、確実に文字化し、

情報コミュニケーション支援に活用することにあります。素早く、

確実に文字情報を伝達するためには、その仕組みについて何よりも

利用者が知っていること、そしてその利用者が自らの要望に応じて

方式を選ぶことが決め手となります。

このマニュアルは一人が話し言葉を聞きながら、要約した文字列を

利用者に伝える仕組みを中心に解説しました。そのほかにも速記機器や

音声認識ソフトを活用し、すべての音声情報を文字化して送信する方法、

連 係 入 力 に よ り 素 速 く 多 く の 文 字 情 報 を 入 力 す る 方 法 、

キーボード会議による情報のやりとりなど、「まあちゃん」の

活用方法はさまざまです。

要は、文字情報を必要とする利用者が主体となって、ソフトと

ハードを含む有効な手法を選び、そしてそれらを操作する

スペシャリストを選ぶといった環境が整ってはじめて、快適な

情報コミュニケーション支援の仕組みは実現します。

ＩＴ(情報技術)の世界はこれからも進歩します。今後は、表示された

文字や、その表示のされ方について、利用する側が評価し、その声を

より良い仕組み作りに反映することによって、ますます快適なストレス

のない文字情報の入手が可能となるでしょう。利用者の声を通じて、

障害があるなしにかかわらず誰もが社会参加できる環境が実現する

ことを心から願っています。（太田晴康）
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【支援者向けガイド】

１．まあちゃんをインストールする

２．通信環境を整える

３．まあちゃんを起動する

４．入力して表出する

５．音声認識を併用した入力

６．情報を共有する

７．入力支援機能を学ぶ
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P 1 まあちゃんをインストールする

ソフトウェアの導入手順を学びます。

ねらい
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１ インターネットブラウザで、ダウンロードサイトを
開きます。 （ http://www.caption-sign.jp/ )

2 ダウンロードページを開きます。

まあちゃんをダウンロードする
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３ まあちゃん 2017 の最新版をダウンロードします。

4 ファイルを保存します。

ファイルは通常、自分の「ダウンロード」フォルダに入ります。

P!
すべての機能をつかうためには、
全員がまあちゃん2017を使う必要があります。

利用する場合は、周りの人たちも
まあちゃん2017を使うようにしてください。
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5 インストーラーを起動して、インストールを実行します。

◆手順に従って進めて下さい。
下記のような画面でインストールが進んで聞きます。

P!
インストールは管理者として実行されます。

インストールフォルダは、極力初期値のまま
インストールしてください。
（不具合が起きることがあります）
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P 2 通信環境を整える

ノートテイクするための環境を整えます。

ねらい
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まずは次のフローチャートで考えましょう

どのような構成にするか？

Q.音声認識を併用するか？

スタート

【パターン1】
スタンド
アロン

Q.インターネットが使える
無線LANが用意できているか

Q.数人で利用/連係するか？

はいいいえ

Q.個別に用意した
有線LANをつかうか？

【パターン2】
独立LAN型

(例：要約筆記)

【パターン3】
共用LAN

（ﾓﾊﾞｲﾙWiFi・学内等）

はい

いいえ

はい いいえ

【パターン４】
テザリング
（携帯接続）

はい いいえ
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スタンドアロン型パターン１

・接続設定は不要

設定項目

？ スタンドアロンとは？

ネットワークには接続せず、1台単独で
使用するときの動作状態・モードのことです。

＜想定される使い方＞
・利用者の数が１名のとき
・練習会で個別入力するとき

周りのコンピューターとは一切通信しませんので
影響を与えることはありません。

サブディスプレイなどを併用すると、
このモードでも支援が簡単にできます。

特に設定は不要なので、Ｓｔｅｐ２へ進みましょう
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１ コントロールパネルを開きます。

2 「ネットワークの状態とタスクの表示」を開きます。

ＩＰアドレスを設定する

独立LAN型パターン２

・IPアドレスを設定する（自動取得ではない場合のみ）
・LAN配線を接続する

設定項目
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3 アダプター設定の変更を開きます。

4 アダプター設定の変更を開きます。

有線ＬＡＮの場合は
「ローカルエリア接続」を、

無線ＬＡＮの場合は
「ワイヤレスネットワーク」を
選びます。
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5 IPv4の設定を開きます。

6 ＩＰアドレスの設定をします。

ＩＰアドレスは、使うパソコン1台1台に割り振る
住所のような物です。同じアドレスのパソコンは
同じネットワークに１台しか存在してはいけません。

４桁目の値（上記図「２００」の部分）を、
他のパソコンと重複しない値にします。
値は１～２５４の範囲で設定します。
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7 設定画面を閉じます。

？ 使わないネットワークの扱いについて

使わないネットワークを有効化したままにしておくと、
「うまく通信が出来ない」トラブルが起きる場合があります。
不要なものは、無効化しておきましょう。



13

１ ケーブルをHUB（あるいはルータ）に差し込みます。

2 パソコンのLAN端子にケーブルを差し込みます。

パソコン同士を接続する

用意するもの

LANケーブル
（ストレート）

HUB(ハブ）
無線ルータ

か

P! パソコン2台だけで使う場合には、
LANケーブル（クロス）でパソコン同士を
直接繋ぐ方法もあります。
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共用LAN型パターン３

・個別のネットワーク設備とつなぐ（有線 or 無線）
・通信モードを選ぶ

設定項目

ネットワークに接続する（無線を使う場合）

１ まず、手持ちのモバイル端末の
電源をいれます。

2 パソコンのWi-Fiマークをおして、
手持ち端末の名前がでてきたら
名前を選びます。

3 パスワードを入れて接続します。

P!
・モバイル端末とUSBでつなぐだけで

通信できる端末もあります。

・Wi-Fiで接続する方法のほかに、Bluetooth™で
接続する方法もあります。

・接続台数が増えると通信不安定になることがあります。
通常モバイルルーターであれば、目安は5台です。
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１ ケーブルをHUB（あるいはルータ）に差し込みます。

2 パソコンのLAN端子にケーブルを差し込みます。

パソコン同士を接続する（有線を使う場合）

用意するもの

LANケーブル
（ストレート）

HUB(ハブ）
無線ルータ

か

P! パソコン2台だけで使う場合には、
LANケーブル（クロス）でパソコン同士を
直接繋ぐ方法もあります。
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テザリング型パターン４

・携帯電話と接続する

設定項目

１ 設定画面から
インターネット共有を
選びます。

※この項目がない場合は
通信契約が必要です。

[iPhoneの場合]

2 インターネット共有を
ＯＮにします。
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３ パソコンのWi-Fiマークをおして、手持ち端末の名前がでてきたら
名前を選びます。

４
スマートフォンに表示されたパスワードを
パソコン側に入力して接続します。



T
E

P ３ まあちゃんを起動する

まずは起動し、ネットワークに接続できるようにします。

ねらい
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1 まあちゃんを起動します。

[1]まあちゃんを起動する

P!
画面が表示されない場合や起動時にロード失敗の
エラーが出る場合、ソフトが不足しています。

著作権の関係で自動インストールができないので
下記の物を導入してください。

２ 画面が表示されます。

・Microsoft .Net Framework 4.5

・Microsoft Speech API ver 11 (32bit/64bit)
（Microsoft ダウンロードセンターから入手できます）

・Amivoice SDK
（VInput6Ctrl.ocxを添付していますので

regsvr32.exe をつかえば登録できます）

×２
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1 設定画面を開きます。

[2]まあちゃんのユーザー登録が出たら…

P!
・インターネットに繋がっていない環境では
登録が完了できないことに注意してください。

・一度登録すると、この画面は出なくなります。

・登録しないという選択肢もあります。

登録は任意ですが、登録すると重要なサポート情報などが
届きますので、登録をおススメします。

登録画面を閉じたあとに

登録したくなった場合は、

下記のメニューで

再び画面を出すことができます。
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1 通信設定画面を開きます。

2 パソコン名と、ネットワークを選びます。
ここで付けた入力者名は、通信相手から見える名前になります。

[3]まあちゃんの初期設定

P!
ＩＰアドレスの設定は保存されません。

入力者名やウィンドウサイズなどの設定は
保存操作をすることで保存ができます。
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[4]通信モードを選ぶ

1
通信設定から、今回つかう
通信方式を選びます。

＜選択すべき通信モード＞

Q. おと見Liveに繋ぐ？

スタート

まあちゃん2016～

Q.UDトーク🄬🄬を併用する？

はい

いいえ

IPtalk UDトーク🄬🄬 おと見
Live

メンバーのなかに
IPtalkで入力する人がいる？

はい

はいいいえ

いいえ

Q. 通信が必要？

スタンドアロン

はい

いいえ
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[5]音声認識を使う場合は端末を用意する

1 ＵＤトーク🄬🄬のサーバーモードをＯＮにします。

P!
・UDトーク🄬🄬を併用しない場合や、
パソコンが接続の親になる場合には
この操作をしなくてＯＫです。

・ＱＲコード接続機能を使う場合には
ＵＤトーク🄬🄬側から招待、あるいは
接続アドレスを発行してください。
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[6]まあちゃんをネットワークにつなぐ

まあちゃんは、様々なネットワークに対応しています。
次のような接続形態があります。

〔Ａ〕リーダー方式

(まあちゃん2016～、UDトーク®、おと見Live)

リーダー
入力する人の中で
１人がリーダーになって、
通信を取りまとめる方式。

TCP/IPという通信方式で
無線を併用するのに
向いている通信方式。

〔Ｂ〕スピーカー方式

(まあちゃん2.0、3.0、IPtalk)

通信を取りまとめる人が居ない、
みんなに向けてやり取りをする
従来からある通信方式。

UDP/IPという通信方式で
送信内容のチェックをしないので
通信が早い分、通信回線が
安定しない環境では、文字が
欠けたり、表示されないこともある。

〔C〕ＱＲ方式

（UDトーク🄬🄬)

インターネットをつかって
つなぎます。

通信遅れがありますが、
インターネットを活用して
世界中どこからでも
通信許可があれば参加できます。
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1

まずは、リーダーとなる人の設定を済ませるため、
接続先名を決めます。

この名前は、繋ぐ人のパソコンに表示されます。
セキュリティが必要なら、パスワードを設定します。

[6]まあちゃんをネットワークにつなぐ

〔Ａ〕リーダー方式

(まあちゃん2016～、UDトーク®、おと見Live)

2 次に、リーダーになるために、
接続先を作ります。

通信メニューにある
使用する通信先をＯＮにします。

iPad™、Android™ 向けのアプリ
UDトーク®にも接続先が作れます。
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3

接続先としたい場所で
右クリックすると
メニューがでます。

接続（入力用として）を
選びます。

[6]まあちゃんをネットワークにつなぐ

〔Ａ〕リーダー方式

(まあちゃん2014～、UDトーク®、おと見Live)

4

メンバーの人は、まず
リーダーと同じ通信方式を選びます。

接続先が表示されます。

5

[1] [2]
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[6]まあちゃんをネットワークにつなぐ

〔Ｂ〕スピーカー方式

(まあちゃん2.0、3.0、IPtalk)

1
通信方式を選びます。

P!
通信でつかうインタフェイスや、
入力者の名前は通信設定でおこないます。

（リーダー方式、スピーカー方式ともに）

P!
IPtalkの通信に参加する場合は、
設定ウィンドウの
「IPtalk」タブページで
参加班設定をしてください。
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[6]まあちゃんをネットワークにつなぐ

〔C〕QR方式

(UDトーク🄬🄬)

1 通信方式を選びます。 ２ 招待を選びます

3 まあちゃんのユーザＩＤを
入力し、招待します。 4 まあちゃん側で

招待を確認します。

5 右クリックして
接続します
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E

P ４ 入力して表出する

入力して、文字を表に出すまでを学びます。

ねらい
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画面を覚える

入 力 画 面

表 示 画 面

メ イ ン メ ニ ュ ー

主な機能はここに網羅されています

字幕はここに出ます。

ここに入力します。

ス ク ロ ー ル バ ー

過去の文章を読み返すことができます。

モニター

班メンバーの入力をモニターできます

原 稿 画 面

前原稿を入れておき、
送信することができます

設 定 メ ニ ュ ー

設定はこのメニューで行います。
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基本的なレイアウトを選ぶ

まあちゃんでは、ウィンドウレイアウトをユーザーが
自由に作成することが可能です。

詳細な設定方法は、本書後半の応用のところで解説します。

まあちゃんでは、導入が簡単になるよう、
予めいくつかレイアウトを用意してあります。

用途に応じ、レイアウトを読み込んでください。
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１ 入力部分に文章を
打ち込みます。

文章の入力と送信

2 エンターキーを押すと、
文字が送られ、表示部分に出ます。

P! ＥＳＣキーをおすと、入力をキャンセルできます。

P! まあちゃんでは、必要な所で右クリックすると
設定メニューが現れます。

フォントや色はここから設定してください。

キャンセル時の
動作（振舞い）は
設定で切り替えます。

IPtalkと同等の
動作がお望みなら
「すべて戻す」を
選んでください。
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P! 文章を直す場合には、事前原稿を
直接打ちかえます。

原稿を使って入力する

入学式など、挨拶文が決まっている場合には、
事前に用意した原稿をつかうことができます。

１ 原稿を読み込みます。 2 原稿を読み込みます。

3 原稿を送信します。

F1
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文章の訂正（表示画面を使う場合）

１ 訂正したい場所を押します。

2 訂正を始めます。

P! 他の人が編集している場合には、終わるまで
編集が待ち状態になります。

3 編集を確定します。
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文字の表示方法をきめる

入力過程の見せ方によって、設定が異なります。
必要に応じて、下記のようにチェックをいれてください。

例）今日は⏎ 晴天ですｎ という場合

IME
確定

IME
入力中

表示結果

入力完了まで見せない 今日は

確定した漢字を見せる ㇾ 今日は晴天

未確定のものまで見せる ㇾ ㇾ 今日は晴天ですｎ
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１ 手書きウィンドウを開きます。

手書きで入力をする

数式など、手書きのほうが速い場合があります。
その場合は、マウスやペン入力で、図として入力できます、

2 マウスなどで文字を書きます。

３ 送信します。
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入力ウィンドウで使えるショートカットキー

ショートカットキー 役割 補足

F1 事前原稿を1行送る 事前に原稿読み込みが必要

F2～F10、
Ctrl+F1～F12
Atl + F1～F12

登録済みの単語を入力する 単語登録ウィンドウで登録

F9 直前の編集状態に戻す

F12 前改行を入れて送信

Enter 文章を確定

ESC 入力をやめる動作をする 変更キャンセルするか、内容を確定
してカーソルを外すかは設定次第

Shift+F1 直前の単語にルビをつける 自動ルビ付けがONの時はこの操作に
関わらずルビが付きます

Ctrl+D 選択行を文章ごとを削除する

Ctrl+N 編集をやめ、新規入力に移行 直前の編集内容は確定される

Ctrl+↑、Ctrl+↓ 編集行を移動する

Ctrl+←、Ctrl+→ カーソルを文頭・文末へ移動

Alt+←、Alt+→ カーソル位置か文頭・文末ま
でを選択する

Ctrl+Z 元に戻す

Ctrl+DEL 編集中の文をすべて消す

Ctrl+Home 一番上の行に移動 直前の編集内容は確定される

Ctrl+End 一番下の行に移動 直前の編集内容は確定される

Ctrl+X 切り取り

Ctrl+V 貼り付け

Ctrl+P コピー

Ctrl+A すべて選択



！

T
E

P 音声認識を併用した入力

リスピークを行うための環境を作ります。

ねらい

36

事前準備

１ 通信方式をUDトークモードにします。

UDトークライセンスは、まあちゃんには同梱されていません。
この機能を業務や商用で使うには、ライセンスが必要です。

ライセンスはプラスヴォイス（株）か、
Shamrock Records,Inc より入手してください。

5
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2 接続先に入力用として接続します。

3
音声入力の訂正がやり易いように、
「エンターで次行に移動」をチェックしておきます。

4 音声認識用の訂正画面（リスピークウィンドウ）を出します。
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音声で字幕を入力する

１ まずは、UDトークで音声入力をします

2 音声入力された文字が表示されます。

①

3 そこで、さかのぼりキー（Ctrl+↑）を押して、
訂正したい文章を選びます。

Ctrl ↑＋
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4 そこで、入力文章を直します。

5 エンターキーで訂正を終了します。

P! 他の人が編集している場合には、終わるまで
編集が待ち状態になります。

はい。可能です。
はい。可能です。

P!
音声認識特化モードの場合は、
エンターキーで次の行の修正ができるようになります。

通常は、新規文章入力待ちになります。
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文章の訂正（リスピークウィンドウから）

１ 訂正したい場所を押します。キーでも指定できます

2 訂正を始めます。

3 編集を確定します。

Ctrl ↑＋

Ctrl ↓＋

か
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文章の訂正（入力ウィンドウから）

１ 入力ウィンドウに前後文章を出すチェックをいれます。

2 訂正を始めます。

Ctrl ↑＋

Ctrl ↓＋

か

マウスで
選んでもＯＫ

入力は
真ん中で行います

P!
通常、入力後にエンターキーを押して確定します。
入力後、確定せずに移動するとキャンセルされます。

素早く移動したい場合は、キャンセル動作を
変更すると、自動確定されるようになります。



T
E

P 6 情報を共有する

入力した情報を、投影・配信して共有する方法を学びます。

ねらい
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プロジェクターに投影する

表示画面を右クリックして、
「特定ディスプレイに表示」から
モニターを選びます。

1

画面の余白、サイズを
設定→画面のページで調整します。

２
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１ 変更画面を出します。

表示フォント設定を変える

2 フォントの設定、あるいは色を変えます。

フォントや色を変える事ができます。

P!
フォントには大きく分けて2種類あります。
どちらが見やすいか検討してみましょう。

等幅フォント MSゴシック、MS明朝 など
プロポーショナルフォント MSPゴシック、MSP明朝 など

例）
等幅 あいう123漢字
Ｐ あいう123漢字

※注：フォントを選んでも反映されないケースがあります。
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１
画面設定のスクロール速度を変更します。
数字が大きいほど、速くなります。

スクロール速度を変える

スクロール速度は「読みやすさ」と「情報遅延」の
トレードオフ関係にある設定項目です。
状況に合わせて設定してみましょう。

P! ここで設定したスクロール設定値は、
自動スクロールがＯＮのときに使われます。



T
E

P 7 入力支援機能を学ぶ

操作を速くしたり、手間を低減するための手法を学びます。

ねらい

45

単語登録する

１ 単語登録画面をだします。

予め入力を入れておくことが可能です。

2 登録画面が出るので、
登録を登録します。

予め機能が決まっている枠には
《 》で囲まれた機能名が
すでに記入されています。

ここに単語を登録しても
入力キーとしては使えないので
注意してください。



46

１ 入力者欄でショートカットキーを押します。

単語登録した文字を入力する

１ 入力者欄でショートカットキー Ctrl+F1 を押します。

かっこを入力する

対応するショートカットキーは
単語登録画面に表示されています。



字幕がルビ入りになります。

47

１ 入力者欄で漢字入力します。

ルビを入力する

難しい漢字には読み仮名（ルビ）を入力できます。

２ ルビ振りを選びます。
（Shift + F1 で入ります）

３

P! ルビをカタカナにしたい場合

ひらがなルビの指定を
はずします。



打ち込んだものに、ルビが自動付与されます。

48

１ 自動ルビ振りをONにします。

ルビを自動入力する

内部辞書をつかえば、読み仮名（ルビ）を自動入力できます。

２

P! 読みが異なる場合

ルビは簡易的に直すことができます。
ルビ辞書修正画面で、読みを直してください。

同じ漢字はすべてその読みになる点に
注意してください。

本格的に修正するには、別のツールで
内部辞書(MeCab)の辞書自体を
再構成する必要があります。
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１ 自動改行の方法を設定します。

改行キーの入力回数を低減させる

自動改行機能をつかって、エンターキーの入力回数を
低減させ、手の負担を下げることができます。

☆Enterのみ送信で改行

後ろに続けて文字を打つ場合には
このチェックを付けて
改行を抑止します。

☆句点で改行

「。」を基準に改行を行います。

１ 「入力時、名前を送る」にチェックをいれます。

名前を送る

会議など、個人が発言するケースで使う場合や、
ＵＤトーク®との組み合わせで使い場合は、入力者名を

表示したほうが使い勝手が良い場合があります。
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